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　 調 査 モ ー ド は、 郵 送 と web の 逐 次 方 式 に よ る
mixed-mode である。実施時期は、8 月 30 日に事前
挨拶状を送付、9 月 5 に調査票および返信用封筒を発
送。そして、10 月 3 日に配布した 2 回目の督促状に
おいて、web 回答用の URL を記載し、web でも回答
できるようにした。





















23 歳から 39 歳までの男女
1200 人












男性の 91.0％、女性の 70.3％である。平成 24 年「就
業構造基本調査」では「25 歳～ 39 歳」の男性の有











果では、「25 歳～ 39 歳」の「正規の職員・従業員」
が有業者に占める割合は男性で 78.4%、女性で 50.4%
となっており、男女とも 5 ポイントほど割合が少な
い。ただし、「25 歳～ 39 歳」の「非正規の職員・従
業員」が有業者に占める割合は男性で 13.8%、女性で
















 男性 223 36.0




性別 度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 t値
 男性 223 32.97 4.695 0.314 -0.761




 有職  無職（仕事を探している）
 無職
（仕事を探していない）  学⽣
 男性 202 10 3 7 222
91.0 4.5 1.4 3.2 100.0
 ⼥性 279 36 78 4 397
70.3 9.1 19.6 1.0 100.0
合計 481 46 81 11 619
77.7 7.4 13.1 1.8 100.0
図 2-1　男女別従業上の地位
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「働き方と生活についてのアンケート調査」の調査と結果の概要
て、20 代では 100 ～ 150 万程度の差だったものが、


















 性別 世代2分類 正規・⾮正規 平均値 度数 標準偏差
 男性 23-29 正規 298.0 25 139.4
⾮正規 175.0 7 50.0
合計 281.6 34 139.7
30-39 正規 442.3 101 146.2
⾮正規 231.3 12 105.1
合計 413.1 135 169.9
合計 正規 413.7 126 155.5
⾮正規 210.5 19 91.4
合計 386.7 169 172.2
 ⼥性 23-29 正規 276.8 41 96.1
⾮正規 119.2 26 64.9
合計 209.9 73 115.4
30-39 正規 333.1 62 101.0
⾮正規 112.6 85 66.0
合計 199.4 168 144.2
合計 正規 310.7 103 102.4
⾮正規 114.2 111 65.5













 男性 23-29 正規 5.4% 24.3% 29.7% 16.2% 10.8% 13.5% 37
⾮正規 6.3% 12.5% 12.5% 12.5% 12.5% 43.8% 16
合計 7.3% 21.8% 23.6% 14.5% 10.9% 21.8% 55
30-39 正規 9.8% 33.6% 25.4% 18.9% 5.7% 6.6% 122
⾮正規 0.0% 11.1% 33.3% 38.9% 16.7% 0.0% 18
合計 10.3% 30.3% 27.3% 20.6% 6.1% 5.5% 165
合計 正規 8.8% 31.4% 26.4% 18.2% 6.9% 8.2% 159
⾮正規 2.9% 11.8% 23.5% 26.5% 14.7% 20.6% 34
合計 9.5% 28.2% 26.4% 19.1% 7.3% 9.5% 220
 ⼥性 23-29 正規 14.0% 35.1% 22.8% 8.8% 1.8% 17.5% 57
⾮正規 3.1% 28.1% 34.4% 15.6% 15.6% 3.1% 32
合計 11.3% 32.0% 26.8% 12.4% 6.2% 11.3% 97
30-39 正規 6.3% 14.3% 13.7% 5.1% 1.7% 58.9% 175
⾮正規 15.2% 30.3% 25.3% 21.2% 5.1% 3.0% 99
合計 9.1% 20.8% 18.8% 12.8% 3.0% 35.6% 298
合計 正規 8.2% 19.4% 15.9% 6.0% 1.7% 48.7% 232
⾮正規 12.2% 29.8% 27.5% 19.8% 7.6% 3.1% 131
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度数 パーセント 度数 パーセント 度数 パーセント
 仕事以外にしたいことがあるから 0 0.0% 7 5.5% 7 4.5
 つきたい仕事のための勉強や準備、修⾏期間として 2 7.4% 12 9.4% 14 9
 ⾃分に合う仕事を⾒つけるため 4 14.8% 3 2.3% 7 4.5
 正社員として採⽤されないから 13 48.1% 22 17.2% 35 22.6
 学費稼ぎなど、⽣活のために⼀時的に働く必要があるから 2 7.4% 13 10.2% 15 9.7
 なんとなく 4 14.8% 7 5.5% 11 7.1
 正社員はいやだから 0 0.0% 3 2.3% 3 1.9
 家庭の事情で 0 0.0% 38 29.7% 38 24.5
 ⾃由な働き⽅をしたいから 2 7.4% 10 7.8% 12 7.7
 その他 0 0.0% 13 10.2% 13 8.4




 性別 平均値 度数 標準偏差
 男性 本意⾮正規 207.5 10 72.7
不本意⾮正規 213.9 9 113.3
合計 210.5 19 91.4
 ⼥性 本意⾮正規 106.9 90 63.4
不本意⾮正規 141.3 20 66.0










































　　　　   およびいつまで現在の仕事を続けられるか不安の平均（F=9.80***）
図 2-4　従業上の地位（含無業者）別、生活満足度得点の平均（F=13.88***）
　　　　および非正規社員は社会経済的に自立できていない度合いの平均
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （F= 6.65***）






















































図 2-5　従業上の地位（含無業者）別、10 段階階層帰属意識（F= 6.66***）





























  In this paper, I reported the outline and the results of the 
survey I carried out in 2012, supported by the Grants-in-
Aid for Young Scientists (B), JSPS. The results show that 
there is gap social consciousness between voluntary non-
regular workers and involuntary non-regular workers...
  KEYWORDS: involuntary non-regular workers, social 
consciousness
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